
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
を
受
諾
し
、
終

戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
　
月
３
日
、
主
権
は

２１

１１

国
民
に
あ
り
、
戦
争
放
棄
と
基
本

的
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
な
ど
が

明
記
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
が
公
布

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
民
主
主

義
・
立
憲
主
義
に
基
づ
い
た
憲
法

で
あ
り
、
戦
前
の
明
治
憲
法
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

　
音
更
村
に
も
戦
争
が
あ
り
ま
し

た
。
　
昭
和
　
年
　
月
　
日
、
高
射
砲

１７

１２

１５

第
　
連
隊
（
通
称
北
部
第
　
部
隊
）

２４

９１

が
音
更
村
で
初
め
て
鈴
蘭
高
台
に

配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
太
平
洋
方
面
の
戦
局

悪
化
に
伴
い
、
そ
の
大
部
分
が
南

方
や
本
州
方
面
に
抽
出
派
遣
さ
れ
、

空
襲
時
に
は
わ
ず
か
集
成
中
隊

（
高
射
砲
４
門
）
の
残
置
隊
の
み
の

駐
屯
と
な
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
昭
和
　
年
９
月
、　

１９

９１

部
隊
の
一
部
施
設
に
戦
車
第
　
連
２２

隊（
通
称
北
部
第
　
部
隊
）
が
移
動

４５

し
て
き
ま
し
た
が
、
空
襲
時
に
は

連
隊
本
部
を
音
更
小
学
校
に
移
し
、

戦
車
な
ど
の
車
両
は
、
昭
栄
・
駒

場
・
門
前
・
矢
部
・
然
別
・
開
進

な
ど
の
樹
林
帯
に
分
散
秘
匿
さ
せ

て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
２
月
、
北
海
道
・
千

１９

島
・
樺
太
方
面
の
作
戦
指
導
の
た

め
、
第
５
方
面
軍
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
旭
川
に
あ
っ
た
第
７
師
団

が
動
員
さ
れ
、
野
戦
師
団
と
し
て

帯
広
に
進
出
し
て
き
ま
し
た（
通

称
熊
９
２
４
１
部
隊
）
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
村
内
に
も
師
団

通
信
隊（
熊
９
２
２
１
部
隊
）が
下

士
幌
宝
来
東
高
台
に
、
師
団
衛
生

隊
が
鈴
蘭
公
園
南
西
地
域
一
帯
に
、

そ
の
北
東
地
域
に
は
師
団
兵
器
勤

務
隊
が
、
さ
ら
に
そ
の
一
部
に

 師
団
病
馬
廠
 の
一
部
が
進
出
し
て

し
だ
ん
び
ょ
う
ば
し
ょ
う

き
ま
し
た
。
ま
た
、
空
襲
時
に
は
、

下
士
幌
桜
田
に
歩
兵
　
連
隊
の
一

２６

部
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
音
更
の
対
空
施
設
は
、

　
部
隊
の
高
射
砲
４
門
が
そ
の
全

９１て
で
あ
り
、
一
方
、
 銃
後
 で
国
民

じ
ゅ
う
ご

は「
竹
や
り
」
の
練
習
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
、
帯
広
市
は
音
更
村

１３

下
音
更
北
５
線
か
ら
８
線
に
か
け

て
飛
行
場
の
建
設
に
着
手
し
、
多

く
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
労
役
に
つ

き
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
、
帯
広
第
２
飛
行
場

１５

の
開
場
式
を
行
い
ま
し
た
が
、
実

際
に
は
、
こ
の
飛
行
場
は「
オ
ト

リ
」
飛
行
場
で
し
た
。

　
昭
和
　
年
７
月
　
、　

日
、
北

２０

１４

１５

海
道
で
は
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
機
上

部
隊
に
よ
る
最
初
で
最
後
の
大
空

襲
・
大
爆
撃
が
起
き
ま
し
た
。 ▲中鈴蘭に配備された北部第９１部隊の給水塔。

　上部には空襲で受けた２発の弾痕が残る。

　
今
年
は
戦
後
　
年
の
節
目
の
年
、

７０

全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
に
関
す

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
、「
戦
前
か
ら
戦
後
の

音
更
村
と
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の

姿
を
振
り
返
る
」特
別
編
第
２
弾

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
前
半
は
、
音
更
郷
土
史
研
究
会

に
寄
稿
い
た
だ
い
た
原
稿
を
編
集

し
た
も
の
で
す
。
同
研
究
会
は
、

先
人
の
生
き
て
き
た
姿
を
後
世
に

継
承
す
べ
く
、
郷
土
史
の
調
査
・

研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
　
年
８
月
　
日
、
日
本
は

２０

１５ 伝
承

「
お
と
ふ
け
」の

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
「
お
と
ふ
け
」。
先
人
た
ち
の
労
苦
が
あ
り
、

い
ま
、
私
た
ち
の
住
む
「
お
と
ふ
け
」
が
あ
る
。

広
報
お
と
ふ
け
で
は
、
音
更
町
に
根
を
お
ろ
し
、
ふ
る
さ
と
を
築
い

て
き
た
人
た
ち
の
後
世
に
語
り
継
ぎ
た
い
お
話
し
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
　
月
号
に
続
き
、
戦
後
　
年
の
節
目
に
特
別
編
を
お

１０

７０

届
け
し
ま
す
。

特
別
編
２

戦
前
か
ら
戦
後
の

大
変
革
の
基
軸

音
更
村
の
戦
前
・
戦
中
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件
」と
し
て
治
安
維
持
法
違
反
に

問
わ
れ
教
職
を
追
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
翌
　
年
、
旭
川
師
範
学

１６

校
の
学
生
５
人
が
、
再
び
治
安
維

持
法
違
反
の
名
の
下
、
逮
捕
連
行

さ
れ
ま
し
た
。
緑
陽
台
在
住
の
松

本
五
郎
さ
ん
の
場
合
、
自
画
像
や

日
常
風
景
の
絵
が
対
象
と
な
り
、

留
置
場
に
３
カ
月
、
刑
務
所
独
房

に
１
年
間
投
獄
さ
れ
、
昭
和
　
年
１８

に
懲
役
１
年
６
カ
月
、
執
行
猶
予

３
年
の
判
決
を
受
け
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
国
家
の
戦
意
高
揚
を

図
る
た
め
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て

学
問
の
自
由
、
思
想
・
信
条
の
自

由
な
ど
に
厳
し
い
統
制
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た（
昭
和
　
年
廃
止
）。

２０

　
学
生
の
援
農
は
終
戦
後
も
続
き

ま
し
た
。

「
戦
争
が
終
結
し
て
数
日
後
、
登

校
し
て
み
る
と
援
農
体
制
は
継
続

し
て
い
て
、
今
度
は
阿
寒
 五
十
石
 

ご
じ
っ
こ
く

の
駅
裏
で
馬
を
４
、
５
頭
飼
育
し

て
い
た
神
田
牧
場
に
友
人
と
住
み

込
み
ま
し
た
。
次
い
で
阿
寒
の

 舌
辛
仁
志
別
 の
山
崎
さ
ん
宅
に
１

し
た
か
ら
に
し
べ
つ

人
で
住
み
込
ん
で
い
た
９
月
末
に
、

母
が
会
い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
代
で
親
元
を
離
れ
異
郷
で
慣
れ

１０な
い
生
活
の
中
、
思
わ
ぬ
母
と
の

再
会
は
甘
酸
っ
ぱ
い
何
と
も
い
え

な
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
」
松
田
憲
治
さ
ん（
下
士
幌
在

い
る
 哈
達
河
 に
ソ
連
軍
が
侵
攻
し
、

は
た
ほ

関
東
軍
か
ら
見
捨
て
ら
れ
残
さ
れ

た
女
性
や
子
ど
も
た
ち
４
６
５
人

が
、
３
日
間
の
逃
避
行
の
後
、
麻

山
で
集
団
自
決
に
追
い
込
ま
れ
た

事
件
で
す
。

　
こ
の
痛
ま
し
い
事
件
で
生
き

残
っ
た
雄
飛
が
丘
在
住
の
鈴
木
幸

子
さ
ん
（
当
時
８
歳
）は
、「
母
と
妹

に
あ
た
っ
た
弾
の
音
は
今
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
恨
む
な
ら
戦
争
し

か
な
い
、
何
よ
り
も
平
和
が
大
切

で
す
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　
シ
ベ
リ
ア
で
の
抑
留
生
活
を
経

て
、
音
更
町
で
生
活
し
て
い
る
人

が
多
く
い
ま
す
。

　
中
音
更
在
住
の
山
田
勲
二
さ
ん

は
「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
」に

入
隊
。
開
拓
団
で
農
業
を
営
む
た

め
に
満
州
へ
渡
り
、
そ
の
後
兵
役

に
つ
き
ま
し
た
。
シ
ベ
リ
ア
で
の

抑
留
生
活
は
４
年
。
零
下
　
度
の

５０

寒
さ
と
飢
え
で
多
く
の
仲
間
が
帰

ら
ぬ
人
と
な
る
中
で
、
道
路
や
鉄

道
を
敷
設
す
る
強
制
労
働
の
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
現
在
　
歳
、
入
植
し
た
中
音
更

９２

地
域
と
農
業
の
発
展
を
願
い
、
平

和
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
戦
後
の「
農
地
改
革
」は
、
多
く

の
小
作
農
民
に
希
望
を
与
え
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
発
展
の
道
を

切
り
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。

住
）
談

　
終
戦
の
年（
昭
和
　
年
）は
極
度

２０

の
物
資
不
足
の
う
え
に
、
冷
害
凶

作
で
農
家
も
住
民
の
暮
ら
し
も
深

刻
。
農
村
に
行
っ
て
貴
重
品
や
絹

の
着
物
と
食
糧
を
物
々
交
換
す
る

行
為
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た「
闇
米
」が
横
行
。「
タ
ケ
ノ

コ
生
活
」（
皮
を
１
枚
ず
つ
は
が
す

よ
う
に
、
身
の
回
り
の
品
を
少
し

ず
つ
売
っ
て
食
べ
つ
な
ぐ
生
活
）

と
食
糧
欠
乏
の
時
代
で
し
た
。

　「
私
の
家
で
は
、
当
時
、
農
業
の

傍
ら
小
さ
な
で
ん
ぷ
ん
工
場
を
営

ん
で
い
ま
し
た
。
で
ん
ぷ
ん
を
求

め
、
拓
殖
鉄
道
の
停
留
所
か
ら
連

日
　
～
　
人
の
人
た
ち
が
列
を
な

２０

３０

し
て
来
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
」熊
谷
昭
さ
ん（
西
中
音
更
在
住
）談

　
満
州
・
樺
太
な
ど
か
ら
の
 引
揚
 

ひ
き
あ
げ

 者
 も
地
元
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

し
ゃ　

身
寄
り
の
な
い
人
た
ち
は
、
一

時
的
な
寄
留
場
所
と
し
て
鈴
蘭
高

台
　
部
隊
兵
舎
跡
に
宿
泊
し
、
そ

９１
の
後
、
落
ち
つ
き
場
所
を
決
め
て

か
ら
目
的
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
同
時
に
満
州
開
拓
の「
悲
劇
」も

生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
に
集

団
自
決「
 麻
山
 事
件
」が
あ
り
ま
す
。

ま
さ
ん

昭
和
　
年
８
月
９
日
、
開
拓
者
が

２０

　
戦
前
の
大
農
場
制
で
は
、
小
作

農
民
は
生
活
困
窮
か
ら
、
兵
隊
や

満
州
開
拓
青
少
年
と
し
て
送
り
出

さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
昭
和
　
年
、

２１

戦
後
の
農
地
改
革
に
よ
っ
て
小
作

人
も
１
戸
　
町
歩
を
限
度
に
自
分

１７

の
土
地
を
持
ち
、
農
業
経
営
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

時
の
親
の
喜
び
よ
う
を
今
で
も
思

い
出
し
ま
す
」加
茂
昭
司
さ
ん（
南

中
音
更
在
住
）談

◆
引
用
文
献
な
ど

①
塩
田
・
長
谷
川
・
藤
原
編
　
日

　
本
戦
後
史
資
料
（
１
５
４
～
１

　
５
５
亶
）新
日
本
出
版
社

②
音
更
の
歴
史
に
光
を
～
音
更
の

　
空
襲
そ
の
一
～
　
部
隊
の
反
撃

９１

　（
１
５
３
亶
）松
本
尚
志

③
音
更
の
歴
史
に
光
を
～
終
戦
前

　
後
の
音
更
市
街（
　
亶
）那
須
敏

６８

　
雄

④
青
春
の
軌
跡
～
援
農
と
青
春（
　
～
７６

　
　
亶
）松
田
憲
治
の
記
録

７８
⑤
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
海
道
戦
後
　
年「
消

７０

　
え
な
い
記
憶
～
満
州
集
団
自
決

　
の
悲
劇
～
」（
平
成
　
年
８
月
　

２７

２８

　
日
放
送
）
～
鈴
木
幸
子

⑥
広
報
お
と
ふ
け
～「
お
と
ふ
け
」

　
の
伝
承
～
松
本
五
郎（
平
成
　２７

　
年
　
月
号
）・
熊
谷
昭（
同
　
年
６

１０

２６

　
月
号
）・
 山
田
勲
二（
同
　
年
　
月

２５

１２

　
号
）・
加
茂
昭
司（
同
　
年
２
月
号
）

２７

※
順
不
同
・
敬
称
略

　
道
内
に
は
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
　３８

空
母
機
動
部
隊
の
高
速
空
母
　
隻
、

１３

戦
艦
６
隻
が
集
結
し
、
空
母
１
隻

か
ら
は
１
０
０
機
が
出
撃
、
１
日

の
総
発
進
数
は
１
５
６
０
機
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。
函
館
・
室
蘭
・
根

室
な
ど
が
空
爆
の
対
象
と
な
り
、

十
勝
管
内
で
は
本
別
・
帯
広
・
幕

別
・
音
更
な
ど
で
　
人
が
犠
牲
に

６１

な
り
ま
し
た
。

　
音
更
村
に
は
空
母
レ
キ
シ
ン
ト

ン
か
ら
　
機
の
艦
上
機
が
襲
来
し

３３

ま
し
た
。
７
月
　
日
午
後
３
時
　

１５

３０

分
、
空
爆
は
音
更
市
街
に
集
中
し
、

音
更
農
業
会
倉
庫
・
音
更
亜
麻
工

場
・
西
然
寺
・
　

部
隊
給
水
塔
・

９１

十
勝
種
畜
牧
場
・
十
勝
川
温
泉
ホ

テ
ル
な
ど
に
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
空
襲
で
３
人
の
尊
い

生
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
音
更
市
街
の
状
況
に
つ

い
て
、
那
須
敏
雄
さ
ん（
大
通
在

住
）
は
「
　
日
の
空
襲
は
朝
７
時
頃

１４

で
終
わ
り
ま
し
が
、
こ
の
あ
た
り

で
防
空
壕
が
あ
っ
た
家
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
夕
方

ま
で
に
防
空
壕
を
作
っ
た
り
、
タ

コ
壺（
素
掘
り
の
穴
）
を
掘
っ
た
り

し
た
人
は
多
く
い
た
と
思
い
ま

す
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
　
年
、
生
活
の
実
態
を
そ

１５

の
ま
ま
書
く
こ
と
を
指
導
し
た
教

師
た
ち
は
、
全
道
で
「
生
活
 綴
方
 事

つ
づ
り
か
た

戦
後
の
大
変
革
と

そ
の
具
体
化
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に
奉
職
。
戦
後
の
食
糧
難
と
凶
作

で
主
食
は「
と
う
き
び
」や「
じ
ゃ

が
い
も
」で
し
た
。
特
に
、
終
戦
で

外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
子
ど

も
た
ち
は
、
学
校
に
弁
当
を
持
参

で
き
な
い
子
も
多
く
、
私
は
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
た
ち
と
話
し
、
み
ん

な
で
分
け
あ
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
ク
ラ
ス
会
で
は「
先

生
が
昼
ご
は
ん
を
分
け
て
み
ん
な

で
食
べ
た
こ
と
が
一
番
う
れ
し

か
っ
た
」
と
教
え
子
が
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

◆
中
山
武
雄
さ
ん（
大
正
　
年
生

１１

　
ま
れ
）【
平
成
　
年
４
月
号
】

２６

　
昭
和
　
年
１
月
、　

歳
で
旭
川

１６

１８

第
７
師
団
第
　
連
隊
に
入
隊
し
、

２５

３
カ
月
の
教
育
訓
練
を
受
け
て
、

中
国
大
陸
の
戦
線
に
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。

　
昭
和
　
年
８
月
　
日
は
、
一
生

１９

１８

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
日
と
な

り
ま
し
た
。
私
は
５
発
の
銃
弾
に

倒
れ
、
障
が
い
が
残
る
ほ
ど
の
傷

を
負
い
ま
し
た
。

　
雨
の
中
を
担
架
で
野
戦
病
院
へ

運
ば
れ
て
い
く
と
き
、
そ
こ
に
い

る
は
ず
の
な
い
母
親
が
「
こ
っ
ち

だ
、
こ
っ
ち
だ
よ
」と
 提
灯
 の
よ

ち
ょ
う
ち
ん

う
な
明
か
り
を
手
に
自
分
を
導
い

て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
子
を
思
う
母
の
深
い
愛
情
が
、

自
分
を
生
死
の
境
か
ら
救
っ
て
く

れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
故
白
木
弘
遵
さ
ん（
昭
和
３
年

　
生
ま
れ
）【
平
成
　
年
８
月
号
】

２６

　
旧
制
帯
広
中
学
校（
現
在
の
帯

広
柏
葉
高
校
）
に
入
学
し
た
昭
和

　
年
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
ま

１６し
た
。
私
た
ち
は
学
業
ど
こ
ろ
で

は
な
く
、
油
を
と
る
た
め
に
松
の

根
っ
こ
掘
り
や
、
ベ
ニ
ヤ
工
場
で

飛
行
機
の
プ
ロ
ペ
ラ
用
合
板
作
り

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
で
鉄

砲
の
弾
を
作
る
た
め
に
金
物
の
回

収
が
始
ま
り
、
お
寺
の
ろ
う
そ
く

立
て
も
供
出
し
ま
し
た
。

◆
中
川
幸
作
さ
ん
（
昭
和
４
年
生

　
ま
れ
）【
平
成
　
年
８
月
号
】

２７

　
私
た
ち
の
年
代
は
志
願
兵
と
し

て
兵
役
を
志
願
で
き
る
最
後
の
世

代
で
し
た
。
東
士
狩
地
域
か
ら
は

　
人
が
兵
役
に
参
加
し
、
そ
の
内

４０７
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
当

時
は
出
征
さ
れ
た
家
庭
へ
小
学
生

も
農
作
業
の
手
伝
い
に
行
き
ま
し

た
。

　
我
が
国
は
世
界
唯
一
の
被
爆
国

で
あ
り
、
そ
の
悲
惨
な
体
験
か
ら

核
兵
器
の
廃
絶
や
非
核
三
原
則
の

　　　
こ
こ
か
ら
は
、
戦
中
・
戦
後
の

貴
重
な
体
験
談
を
広
報
お
と
ふ
け

「
お
と
ふ
け
」の
伝
承
シ
リ
ー
ズ
か

ら
抜
粋
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

◆
故
田
中
泰
定
さ
ん
（
大
正
　
年
１５

　
生
ま
れ
）【
平
成
　
年
　
月
号
】

２５

１０

　
戦
時
下
、
東
京
の
駒
澤
大
学
に

在
学
中
、
長
野
県
に
学
徒
勤
労
動

員
で
行
き
、
麦
刈
り
な
ど
を
し
ま

し
た
。
当
時
は
労
働
力
不
足
を
補

う
た
め
、
年
　
日
の
勤
労
作
業
が

３０

あ
り
、
民
泊
先
の
方
か
ら「
息
子
も

勤
労
動
員
で
北
海
道
の
十
勝
の
お

寺
に
行
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
「
私

の
実
家
も
十
勝
の
お
寺
で
す
」な

ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
数
年
前
、
そ
の
ご
子
息
と
お
孫

さ
ん
が
訪
ね
て
来
ら
れ
ま
し
た
が
、

　
年
近
く
歳
月
が
過
ぎ
た
頃
の
不

７０思
議
な
縁
の
出
来
事
で
し
た
。

◆
堀
合
冨
士
子
さ
ん
（
昭
和
４
年

　
生
ま
れ
）【
平
成
　
年
２
月
号
】

２６

　
女
学
生
の
頃
は
、
戦
時
下
に

あ
っ
た
た
め
、
農
家
へ
の
勤
労
奉

仕
や
防
空
壕
へ
の
出
入
り
訓
練
、

ミ
シ
ン
で
兵
士
の
戦
闘
帽
や
下
着

の
縫
製
な
ど
も
し
ま
し
た
。

　
学
校
卒
業
後
、
中
士
幌
小
学
校

～
記
憶
の
伝
承
～

戦
争
の
記
憶
を
つ
な
ぐ

遵
守
を
求
め
、
恒
久
平
和
に
対
す

る
願
い
は
国
民
の
み
な
ら
ず
世
界

共
通
の
思
い
で
す
。

　
音
更
町
は
、
昭
和
　
年
１
月
１

６２

日
に「
非
核
平
和
の
町
音
更
町
」の

宣
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
７
月
１
日
に

２１

平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し
、
署
名

活
動
や
平
和
パ
ネ
ル
展
の
開
催
な

ど
、
地
道
な
啓
発
活
動
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
私
た
ち
は
、
戦
争
の
記

憶
を
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
平
和
で

豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

お
わ
り
に

北部第９１部隊の全景

▲戦時中、鈴蘭の高台一帯に配備された旧陸軍北部第９１部隊のスケッチ。

　音更百年史（６８５ページ）より引用。
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